


　

　

　歳入は、市税が前年度比（以下同）2.1％の増となった一方、基幹博物館の整備完了などにより市債が
16.2％の減となったことから、全体では0.7％減少しました。
　歳出は、自立支援福祉事業費の増などにより扶助費が1.7％の増となった一方、新型コロナウイルス感
染症対策に係る経費の減などにより物件費が9.5％の減、基幹博物館の整備完了などにより普通建設事業
費が11.6％の減となったことから、全体では1.4％減少しました。

一般会計の形式収支は、36億2,991万円
（翌年度への繰越財源を差し引いた実質収支は、27億9,792万円）

　財政の健全度を示す指標は次のとおりです。いずれも
早期健全化基準や財政再生基準を下回っており、健全な
財政状況にあることを示しています。

　松本市には、公営企業に分類される会計が 9会計（水道事業など 4企業会計と、地域排水施設事業など 5特別会計）
ありますが、資金不足を生じている会計はありませんでした。

一般会計歳出

財政指標

実質赤字比率：�普通会計（一般会計、母子父子寡婦
福祉資金貸付金特別会計、霊園特別
会計）の赤字額の割合

連結実質赤字比率：市全体の赤字額の割合
実質公債費比率：�市税等の標準的な収入額のうち、

市全体の借金返済額の割合
将来負担比率：�将来返済がほぼ確実な借金などの残

高のうち、市税等で負担する割合
資金不足比率：事業規模に対する資金不足額の割合

扶助費
227億3,505万円

物件費
160億9,649万円

人件費
172億 7 万円

普通建設事業費
128億7,166万円

補助費等
122億7,466万円

公債費
89億1,214万円

繰出金
87億8,175万円

貸付金  63億9,429万円

積立金
34億4,556万円

維持補修費
14億3,777万円 災害復旧費

2 億3,928万円

1,103億8,872万円
前年比△1.4％

歳出

◆健全な財政状況（健全化判断比率）

◆公営企業も資金の不足なし（公営企業の資金不足比率）

扶助費：�生活保護費、児童手当など社会保障に関
するお金

人件費：�職員の給料や退職金、議員や各種委員の
報酬など

物件費： 公共施設の維持管理に必要な光熱水費、
委託料など

普通建設事業費：�道路・学校・保育園・体育施設
など、公共施設の建設費

補助費等：団体や事業への補助金など
公債費：借入金の返済（元金と利子）
繰出金：�国民健康保険や介護保険など、特別会計

へ支出したお金
貸付金：中小企業への貸付金など
積立金：基金の積立金
維持補修費：道路や公共施設の補修費
災害復旧費：災害等で被害が出た道路などの
　　　　　　復旧費

指標名
松本市

早期健全化基準 財政再生基準
5年度 4年度

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 11.25％ 20.0％

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 16.25％ 30.0％

実質公債費比率 3.6％ 3.4％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率 将来負担なし 将来負担なし 350.0％
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